


文中に出てくる
西軍東軍の主な大名

石田三成

小西行長

島津義弘

織田秀信

杉浦重勝

石川貞清

福島正則

徳川家康

黒田長政

細川忠興

池田輝政

山内一豊

一柳直盛

西軍 東軍

　
豊
臣
秀
吉
は
全
国
統
一
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
政
権

を
安
定
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
慶
長
三
年（
一
五
九
八
）に

亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
秀
吉
の
死
後
、
家
臣
団
内
部
で
は
福
島
正
則
な
ど
の

武
功
派
の
武
将
と
、
行
政
を
担
う
石
田
三
成
な
ど
の
奉

行
た
ち
と
の
対
立
が
激
し
く
な
り
、
武
功
派
の
武
将
は

関
東
を
治
め
る
徳
川
家
康
と
繋
が
り
を
強
め
、
家
康
も

天
下
の
覇
権
を
獲
得
す
る
た
め
動
き
出
し
ま
し
た
。
三

成
は
家
康
に
対
抗
す
る
た
め
、
毛
利
家
や
島
津
家
な
ど

の
西
国
の
有
力
大
名
を
味
方
に
引
き
入
れ
、
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）に
は
、
東
軍（
徳
川
）・
西
軍（
石
田
）が
衝

突
す
る
関
ヶ
原
合
戦
が
起
き
ま
し
た
。

　
戦
場
は
関
ヶ
原
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
国
で
戦
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　　
家
康
が
福
島
正
則
等
と
会
津
攻
め
に
向
か
っ
た
の
を

契
機
に
大
坂
で
挙
兵
し
た
三
成
は
美
濃
方
面
に
進
出
し
、

慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）八
月
十
一
日
、
小
西
行
長
、
島

津
義
弘
と
と
も
に
大
垣
城
に
入
り
ま
し
た
。
美
濃
に
い

た
大
名
の
多
く
は
三
成
に
味
方
し
、
当
初
、
三
成
は
尾

張
へ
の
進
出
も
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
福

島
正
則
の
軍
勢
が
八
月
中
旬
に
は
清
洲
城
に
入
っ
た
こ

と
や
一
部
の
美
濃
の
大
名
が
東
軍
に
味
方
し
た
こ
と
で
、

三
成
は
美
濃
か
ら
進
出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
岐
阜
城
に
は
信
長
の
嫡
孫
織
田
秀
信
、
美
濃
路
沿
い

の
竹
鼻
城
に
は
杉
浦
重
勝
、
犬
山
城
に
は
石
川
貞
清
と
、

美
濃
の
大
名
が
配
置
さ
れ
、
木
曽
川
を
境
に
両
軍
が
に

ら
み
合
っ
て
い
ま
し
た
。
全
体
で
は
西
軍
は
東
軍
を
上

回
る
軍
勢
を
集
め
ま
し
た
が
、
伊
勢
や
北
陸
方
面
の
東

軍
を
攻
め
る
た
め
に
兵
力
は
分
散
し
、
美
濃
に
は
そ
れ

ほ
ど
集
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
家
康
も
会

津
の
上
杉
家
の
様
子
を
気
に
し
て
、
江
戸
か
ら
な
か
な

か
動
き
出
せ
ず
に
い
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
一
日
、
福
島
正
則
等
は
家
康
の
到
着
を
待

た
ず
に
行
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
軍
勢
を
二
手
に
分
け
、

福
島
正
則
、
黒
田
長
政
、
細
川
忠
興
な
ど
の
軍
勢
一
万

六
千
は
美
濃
路
を
南
下
し
、
起
か
ら
木
曽
川
を
渡
り
竹

鼻
城
を
攻
め
、
池
田
輝
政
、
山
内
一
豊
、
一
柳
直
盛
な

ど
の
軍
勢
一
万
八
千
は
清
洲
か
ら
北
上
し
、
一
宮
、
黒

田
を
通
り
河
田
か
ら
岐
阜
に
向
い
ま
し
た
。

　
起
の
大
明
神
社
に
福
島
正
則
が
馬
を
繋
い
だ
と
さ
れ

る
巨
木
が
昭
和
二
十
年
代
ま
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
現

在
そ
の
巨
木
は
な
く
な
り
、
石
碑
の
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ふ
く
し
ま
ま
さ
の
り

い
し
　

だ
　

み
つ
な
り

こ
　

に
し
ゆ
き
な
が
　
　
し
ま

お
　

だ
　

ひ
で
の
ぶ

く
ろ
　

だ
　

な
が
ま
さ
　
　
ほ
そ
か
わ
た
だ
お
き

こ
う
　

だ
　 い

け
　

だ
　

て
る
ま
さ
　
　
や
ま
う
ち
か
ず
と
よ
　
　
ひ
と
つ
や
な
ぎ
な
お
も
り

す
ぎ
う
ら
し
げ
か
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
か
わ
さ
だ
き
よ

　

づ
　

よ
し
ひ
ろ

関
ヶ
原
合
戦
と
い
ち
の
み
や

石
田
三
成
の
美
濃
進
出

東
軍
、
木
曽
川
を
渡
る

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

い
ち
の
み
や
の
戦
国
史
跡
（
関
ヶ
原
合
戦
）

い
ち
の
み
や
の
戦
国
史
跡
（
関
ヶ
原
合
戦
）
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福
島
正
則
の
軍
勢
は
起
か
ら
渡
ろ
う
と
し
ま
し
た

が
、
木
曽
川
の
砂
浜
に
足
を
と
ら
れ
て
思
う
よ
う
に

前
進
で
き
ず
、
対
岸
か
ら
銃
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
下
流
の
加
賀
野
井
か
ら
渡
り
ま
し
た
。
こ

の
時
に
福
島
正
則
を
案
内
し
た
の
が
、
後
の
起
宿
本

陣
と
な
る
加
藤
家
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
竹
鼻
城
は
二

十
二
日
の
午
後
四
時
頃
、
落
城
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
河
田
方
面
に
向
か
っ
た
池
田
輝
政
は
二
十

二
日
早
朝
に
河
田
か
ら
渡
河
を
開
始
し
ま
し
た
。
岐

阜
城
の
織
田
軍
は
城
を
出
て
迎
え
撃
ち
ま
し
た
。
川

を
渡
る
東
軍
に
鉄
砲
を
浴
び
せ
ま
し
た
が
、
大
軍
の

勢
い
で
木
曽
川
を
渡
り
、
米
野
で
白
兵
戦
と
な
り
ま

し
た
。
多
勢
に
無
勢
の
織
田
方
は
岐
阜
城
に
撤
退
し

ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で
は
地
元
の
黒
田
城
主
一
柳
直

盛
の
家
臣
大
塚
権
太
夫
が
一
番
槍
で
木
曽
川
を
渡
り

討
死
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
輝
政
の
木
曽
川
渡
河
を

里
小
牧
の
高
橋
源
左
衛
門
、
広
瀬
嘉
右
衛
門
が
助
け

た
と
さ
れ
ま
す
。

　
三
成
は
大
垣
城
を
出
て
、
揖
斐
川
の
渡
場
が
あ
る

沢
渡
に
布
陣
し
、
島
津
の
軍
勢
は
墨
俣
に
布
陣
し
ま

し
た
。
美
濃
路
の
要
所
を
固
め
、
攻
め
上
る
東
軍
を

迎
え
撃
つ
準
備
を
し
ま
し
た
が
、
岐
阜
城
が
落
城
し
、

長
良
川
も
突
破
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
全
軍
を
大
垣
城

に
集
め
ま
し
た
。
八
月
二
十
四
日
、
東
軍
は
大
垣
の
北

西
に
位
置
す
る
赤
坂
に
布
陣
し
ま
し
た
。
こ
の
東
軍
の

進
撃
に
よ
り
、
西
軍
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
、
孤
立
し
た

犬
山
城
に
い
た
大
名
の
多
く
が
東
軍
に
寝
返
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
伊
勢
安
濃
津
城
攻
め
に
参
加
し
て
い
た
鍋
島
勝

茂（
佐
賀
城
主
）や
北
陸
に
出
陣
し
て
い
た
京
極
高
次（
大

津
城
主
）は
美
濃
に
向
か
う
こ
と
な
く
戦
線
を
離
脱
し
、

東
軍
に
寝
返
り
ま
し
た
。
大
垣
城
に
も
多
く
の
増
援
部

隊
が
到
着
し
ま
し
た
が
、
士
気
は
低
く
、
足
並
み
も
乱

れ
て
い
ま
し
た
。

　
九
月
十
四
日
、
家
康
が
赤
坂
に
到
着
し
、
翌
日
東
西

両
軍
は
関
ヶ
原
で
衝
突
、
家
康
が
勝
利
し
天
下
の
覇
権

を
握
り
ま
し
た
。
竹
鼻
城
の
戦
い
や
河
田
米
野
の
戦
い

は
関
ヶ
原
の
戦
い
の
影
に
隠
れ
て
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、

戦
局
が
東
軍
有
利
に
傾
い
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

一
宮
市
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
　
学
芸
員
　
宮
川
充
史
　

こ
め
　

の

お
お
つ
か
ご
ん
　

だ
　

ゆ
う

し
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
き
ょ
う
ご
く
た
か
つ
ぐ

あ
　
の
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
べ
し
ま
か
つ

た
か
は
し
げ
ん
　

ざ
　
え
　

も
ん
　
　
　ひ
ろ
　

せ
　
か
　
う
　
え
　も
ん

さ
わ
た
り

▲関ヶ原古戦場跡（関ヶ原町関ヶ原）

▲福島正則駒繋ぎ跡（起字堤町）

▲高橋源左衛門旧居跡（北方町北方）

▲米野の戦い跡（羽島郡笠松町米野）
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立
春
が
過
ぎ
た
ば
か
り
で
冷
え
込
み

が
き
つ
い
二
月
六
日
。
十
九
時
開
演
の

「
行
為
の
思
考（
林
裕
己
企
画
）」
を
見

た
。
長
者
町
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
ビ
ル（
名

古
屋
市
中
区
錦
二
丁
目
）内
に
あ
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
「N

-m
ark
B
1

」
で
、
愛
知

県
在
住
の 
田  
中 
恵

た 

な
か
め
ぐ
み

   

や 
鈴  
木  
優  
作 
、 
浜
島 

す
ず 

き 

ゆ
う 
さ
く 

は
ま
じ
ま

 
嘉  
幸 
、 
藤
條  
虫  
丸 
ら
の
名
称
不
能
表
現

よ
し 
ゆ
き 

ふ
じ
え
だ 
む
し 
ま
る

者
の
競
演
で
あ
る
。
名
前
の
と
お
り
ワ

ケ
ワ
カ
ラ
ナ
イ
行
為
だ
か
ら
見
た
い
と

い
う
好
奇
心
に
駆
ら
れ
る
。

　

浜
島
嘉
幸
は
ヤ
モ
リ
が
壁
を
這
う
よ

う
に
超
ス
ロ
ー
に
動
き
、
変
化
す
る
。

指
先
の
微
妙
な
動
き
ま
で
、
彼
の
命
を

か
け
る
行
為
で
あ
る
。
と
突
如
、
反
対

側
の
壁
に
矢
の
よ
う
な
速
さ
で
跳
ん
だ
。

十
分
、
二
十
分
と
行
為
は
続
く
。
や
お

ら
上
衣
を
脱
ぎ
だ
し
、
裸
に
な
り
闇
に

消
え
て
い
く
。
母
の
胎
内
へ
の
回
帰
か
。

踊
り
で
も
ダ
ン
ス
で
も
な
い
身
体
表
現

と
い
う
行
為
に
、
会
場
は
割
れ
る
よ
う

な
拍
手
に
包
ま
れ
る
。

　

藤
條
虫
丸
は 
麿  
赤  
児 
の
舞
踏
の
よ
う

ま
ろ 
あ
か 

じ

に
全
身
を
白
く
塗
り
、
白
い
コ
ス
チ
ュ

ー
ム
で
白
い
壁
の
空
間
の
中
で
ゆ
る
り
、

ゆ
る
り
と
踊
り
、
動
き
、
変
化
す
る
身

体
表
現
者
で
あ
る
。
自
称
天
然
肉
体
詩

人
で
あ
る
。
や
が
て
遠
く
に
聞
こ
え
る

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音（
楽
）に
導
か
れ
、
体

形
は
動
き
、
変
化
し
、
花
道
へ

と
踊
り
進
む
。
階
段
を
上
り
な

が
ら
行
為
は
続
く
。
暗
い
会
場

は
静
ま
り
、
突
然
場
内
が
明
る

く
な
る
と
、
観
衆
は
我
に
返
り
、

拍
手
が
鳴
り
止
ま
な
い
。
表
現

者
と
観
衆
が
一
つ
に
な
っ
た
快

感
が
た
ま
ら
な
い
。

　

ワ
ケ
ワ
カ
ラ
ナ
イ
ア
ー
ト
探

し
を
も
う
１
つ
。
「K

.A
rt
S
t

udio

」
は
作
家
の 
加  
藤  
慶 
が
自

か 

と
う 
け
い

宅
を
開
放
し
た
オ
フ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

ユ
ニ
ー
ク
な
雰
囲
気
の
中
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
作
家
を
紹
介
し
て
い
る
。
初
め
て

見
る
作
品
の
前
で
は
緊
張
し
、
作
品
を

見
る
目
も
奥
が
深
く
な
る
。
最
初
は
ピ

ン
ト
が
合
わ
な
く
て
も
、
慣
れ
て
く
る

と
自
分
な
り
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
。

ど
う
し
て
も
ピ
ン
ト
が
合
わ
な
い
作
品

は
問
題
作
で
、
ま
た
見
る
の
が
楽
し
み

で
あ
る
。

　

加
藤
家
は
父
が
美
術
大
学
教
授
・ 
松 まつ

 
雄 
、
作
家
の
慶
、
夫
人
が
作
家
・ 
麻  
子 

お 

あ
さ 

こ

と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
る
。

　

父
の
加
藤
松
雄
元
名
古
屋
造
形
短
期

大
学
教
授
は
、
元
一
宮
市
美
術
展
デ
ザ

イ
ン
部
門
の
審
査
員
で
あ
っ
た
。
絵
画

制
作
は
熱
烈
で
、
抽
象
、
具
象
と
形
式

に
拘
ら
ず
如
何
な
る
時
も
ブ
レ
の
な
い

表
現
者
で
、
彼
と
の
ア
ー
ト
話
は
刺
激

的
で
深
ま
る
。

　

加
藤
慶
は
二
〇
一
〇
年
の
「K

.A
rt

S
tu
d
io

」
オ
ー
プ
ン
後
、
企
画
や
ア

ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

と
多
彩
、
作
家
と
し
て
も
絵
画
個
展
、

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
身
体
表
現

と
音
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
発

表
し
て
い
る
。
六
月
に
は
父
子
展
も
開

催
さ
れ
て
お
り
、
お
互
い
が
ラ
イ
バ
ル

で
あ
る
と
い
う
刺
激
が
、
創
作
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い
る
。　

　

普
段
、
絵
画
や
彫
刻
を
作
っ
て
い
る

者
が
こ
う
し
て
ワ
ケ
ワ
カ
ラ
ナ
イ
行
為

の
場
に
立
つ
と
、
新
し
い
明
日
が
見
え

て
く
る
。
相
互
作
用
で
あ
る
。
キ
ャ
ン

バ
ス
に
向
か
っ
て
い
る
だ
け
で
は
明
日

は
見
え
な
い
。
今
日
は
今
日
、
明
日
は

今
日
の
続
き
で
は
な
い
。
明
日
は
明
日

で
あ
る
。

　
 

ワ
ケ
ワ
カ
ラ
ナ
イ
行
為
と
の
出
会
い

洋
画
部
門 
一
宮
美
術
作
家
協
会
／
洋
画
部　

後
藤　

泰
洋

浜島 嘉幸「身体表現」

エッセイ 

加藤 松雄「磁場に向けて」

加藤 慶 個展より(市民ギャラリー矢田)
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一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
は
昭
和
四
十
九

年
の
発
足
以
来
、
六
月
と
十
二
月
に
演

奏
会
を
開
催
し
、
「
一
宮
七
夕
ま
つ

り
」
な
ど
の
地
域
行
事
に
も
毎
年
参
加

し
て
お
り
ま
す
。
演
奏
会
で
は
ク
ラ
シ

ッ
ク
の
名
曲
を
は
じ
め
、
ご
来
場
の
皆

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ポ

ッ
プ
ス
や
演
歌
な
ど
、
様
々
な
曲
を
演

奏
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
演
奏

し
た
曲
数
は
、
つ
い
に
千
曲
を
超
え
ま

し
た
。

　

そ
の
一
つ
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月

に
一
宮
市
制
九
十
周
年
記
念
と
し
て
五

十
年
ぶ
り
に
演
奏
し
た
管
弦
楽
組
曲

「
伸
び
行
く
一
宮
」
は
、
当
団
に
と
っ

て
と
て
も
大
切
な
曲
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
曲

は
団
発
足

の
恩
師
で

あ
る
、
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
名

古
屋
放
送

管
弦
楽
団

指
揮
者
の

故
中
山
義

雄
先
生
か
ら
、
三
十
年
ほ
ど
前
に
受
け

継
い
だ
多
く
の
楽
譜
の
中
に
こ
の
曲
は

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
鉛
筆
で
書
か
れ

た
楽
譜
で
、
作
曲
者
や
由
来
に
つ
い
て

は
一
切
不
明
で
し
た
。
し
か
し
、
幸
い

に
も
市
内
在
住
の
佐
藤
親
司
さ
ん
が
保

管
し
て
い
た
当
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

戦
災
で
焼
失

し
た
真
清
田
神

社
の
楼
門
が
、

昭
和
三
十
六

年
十
一
月
に

再
建
さ
れ

た
の
を

祝
し
、

「
躍
進

の
一
宮

を
象
徴

す
る
」

曲
と
し
て
、

一
宮
商
工
会
議
所
会
頭
を
努
め
た
、
四

代
目
豊
島
半
七
さ
ん
達
の
提
唱
に
よ
っ

て
作
ら
れ
ま
し
た
。
作
曲
は
、
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
名
古
屋
放
送
管
弦
楽
団
の

杉
原
良
雄
さ
ん
。
初
演
は
、

昭
和
三
十
七
年
三
月
三
十
日
に

中
山
義
雄
先
生
の
指
揮
の
下
、

一
宮
商
工
会
議
所
管
弦
楽
団
に

よ
り
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
つ
の
楽
章
か
ら
な
り
、
第

一
楽
章
「
真
清
田
の
夜
明
け
」

は
、
雅
楽
を
思
わ
せ
る
響
き
で
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
様
子

を
。
第
二
楽
章
「
ま
つ
り
」
は
、

和
太
鼓
や
チ
ャ
ン
チ
キ
の
軽
快

な
リ
ズ
ム
が
、
門
前
の
賑
わ
い

を
表
し
。
第
三
楽
章
「
伸
び
行

く
一
宮
」
は
、
ハ
ッ
チ
ャ
エ
節

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
優
雅
に
流
れ
、

蒸
気
機
関
車
の
よ
う
な
力
強
い

リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
発
展
す
る

一
宮
を
想
像
さ
せ
て
い
ま
す
。

　　

当
時
、
真
清
田
神
社
の
復
興
は
一
つ
の
曲

を
生
み
出
す
ほ
ど
の
大
き
な
事
業
で
、
一
宮

市
の
復
興
と
と
も
に
、
人
々
の
喜
び
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

恩
師
へ
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
こ
の
「
伸
び

行
く
一
宮
」
は
、
残
さ
れ
た
手
書
き
の
楽
譜

か
ら
作
者
の
息
づ
か
い
だ
け
で
は
な
く
、
当

時
の
市
民
の
思
い
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

一
宮
市
に
と
っ
て
も
大
事
な
曲
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
演
奏
を
通
し
て
、
地
域
文
化

の
発
展
や
生
涯
学
習
事
業
に
貢
献
で
き
る
よ

う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

管
弦
楽
組
曲
「
伸
び
行
く
一
宮
」

管
弦
楽
・
吹
奏
楽
部
門　

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団　

浅
井　

英
仁

活 動 

真清田神社楼門

「伸び行く一宮」手書き楽譜〔Conductor・指揮者用〕

当時(昭和37年)のプログラム

一宮市制９０周年記念第３６回定期演奏会
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役
職
名

名
誉
会
長

会　

長

副
会
長

会　

計

監　

事

氏　
　
　
　
　

名

中　

野　

正　

康

加　

藤　

昌　

義

不　

破　
　
　

皓

小　

島　

祥　

子

不　

破　
　
　

務

夫　

馬　
　
　

勲

鵜　

飼　

輝　

子

備　
　

考
（
部
門
／
団
体
名
）

一
宮
市
長

茶

道

部

門

吹
奏
楽
・
管
弦
楽
部
門

声
楽
・
合
唱
部
門

舞

踊

部

門

写

真

部

門

吟
剣
詩
舞
部
門

／／／／／／
同
派
会 

尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

一
宮
音
楽
家
協
会

新
舞
踊
あ
す
か
会

一
宮
写
真
協
会

柳
翠
剣
詩
舞
道
会

部

文

学

部

部　
　
　

門

短

歌

部

門

俳

句

部

門

川

柳

部

門

狂

俳

部

門

詩

部

門
部
長○

氏　
　
　

名

川

合

順

夫

坂　

井　
　
　

斉

加

藤

照

子

後　

藤　

冨
士
雄

青　

木　

小
代
子

団　
　

体　
　

名

真
清
短
歌
会

一
宮
市
民
俳
句
教
室

一
宮
川
柳
社

一
宮
狂
俳
壇
連
盟

一
宮
現
代
詩
協
会

　
　

※
左
表
は
各
部
門
選
出
の
理
事
一
覧
表
で
す
。

平
成　

・　

年
度

２８

２９

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
役
員

部

美

術

部

音

楽

部

芸

能

部

社

会

文

化

部

部　
　
　

門

日
本
画
部
門

洋

画

部

門

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・

彫

塑

部

門

書

部

門

写

真

部

門

邦

楽

部

門

謡

曲

部

門

吟
剣
詩
舞
部
門

声
楽
・
合
唱
部
門

器

楽

部

門

吹

奏

楽

・

管
弦
楽
部
門

舞

踊

部

門

芸

能

部

門

茶

道

部

門

華

道

部

門

社
会
文
化
部
門

部
長○○○○

氏　
　
　

名

丹　

羽　

桃　

慶

三

輪

清

弘

鵜

飼

辰

郎

岩

田

澗

流

安

藤

治

仁

水　

谷　

冨
士
雄

森　
　
　

恒　

夫

鎌

田　

猛

久　

野　

以
早
夫

不

破

清

子

浅　

井　

英　

仁

越

智　

實

木　

全　
　
　

修

岩　

田　

宗　

晋

野
々
村　

京　

子

柳　

原　

田
主
子

団　
　

体　
　

名

桃
墨
会

一
宮
美
術
作
家
協
会

／
洋
画
部

一
宮
美
術
作
家
協
会

／
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
部
・
彫
塑
部

公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書

道
会　

一
宮
支
部

一
宮
写
真
協
会

一
宮
三
曲
協
会

竹
石
会

一
宮
吟
剣
詩
舞
協
会

一
宮
音
楽
家
協
会

琴
伝
流
大
正
琴
琴
稀
会

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団

一
宮
舞
踊
協
会

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟

茶
道
裏
千
家

一
宮
華
道
連
盟

一
宮
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル

フ
ラ
ワ
ー
協
会　

鶴
の
会

　
　

※
７
・
８
ペ
ー
ジ
に
加
入
団
体
一
覧
表
を
記
載
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）
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加　 入　 団　 体　 一　 覧
（平成２８年５月現在）

主　な　活　動　日　時　・　場　所団　　体　　名部　　門部

毎月第２日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター真 清 短 歌 会短　歌　部　門

文　学　部

毎月第４日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター一 宮 市 民 俳 句 教 室

俳　句　部　門

毎月第１水曜日：午後１時～　北方公民館北 方 俳 句 会

毎月第２火曜日：午後１時～　葉栗公民館葉 栗 俳 句 教 室

毎週金曜日：午後１時～　大志公民館本 町 俳 句 会

毎月第１・３木曜日：午後１時～　大志公民館き き ょ う の 会

毎月第１木曜日：午後１時～　千秋公民館千 秋 俳 句 ク ラ ブ

毎月第１・３土曜日：午後１時～　神山公民館神 山 女 性 句 会

毎月第２土曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター尾 西 牡 丹 会

毎月第１金曜日：午後１時～　尾西南部生涯学習センター尾 西 み な み 俳 句 会

毎月第２日曜日：午後３時～　応蓮寺尾 西 仏 手 柑 句 会

毎月第１月曜日：午後１時３０分～　尾西生涯学習センター尾 西 新 樹 会

毎月第４日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター一 宮 川 柳 社川　柳　部　門

毎月第２土曜日：午後１時～　葉栗公民館一 宮 狂 俳 壇 連 盟狂　俳　部　門

事務局へお問合せください。一 宮 現 代 詩 協 会
詩　　部　　門

毎月第１火曜日・第４土曜日：午前１０時～　中央図書館一 宮 漢 詩 濤 聲 會

事務局へお問合せください。一宮美術作家協会／日本画部

日 本 画 部 門

美　術　部

毎月第１・３水曜日：午前１０時～　尾西生涯学習センター、第２・４土曜日：午後２時～　一宮スポーツ文化センター桃 墨 会

事務局へお問合せください。尾 西 作 家 協 会

事務局へお問合せください。一宮美術作家協会／洋画部

洋　画　部　門

毎月第１・第３土曜日：午後１時３０分～　尾西生涯学習センター尾 西 絵 画 ク ラ ブ

毎月第１・３金曜日：午前１０時～　尾西南部生涯学習センター水 絵 の 会

毎月第１・２・３木曜日：午後１時～　小信中島公民館グ ル ー プ 絵 ご こ ろ 三 美 会

毎月第２・４土曜日：午前９時３０分～　尾西生涯学習センター楽 し く 描 こ う 会

毎月第２・４火曜日：午前１０時～　尾西生涯学習センター西館尾 彩

毎週水曜日　講師宅ポ ピ ー の 会

毎月第２・４金曜日：午前１０時～　尾西南部生涯学習センター尾 西 ガ リ バ ン バ ン の 会

毎月第２・４木曜日：午前１０時～　尾西南部生涯学習センターパ レ ッ ト 会

毎週水曜日：午後１時３０分～　シルバー人材センター木曽川支部、毎月第２・４日曜日：午後１時３０分～　木曽川公民館木 曽 川 絵 画 同 好 会

毎月第１・３木曜日：午後１時３０分～　尾西南部生涯学習センタープ ル シ ャ ン ブ ル ー

毎月第１・３土曜日：午前９時３０分～　尾西南部生涯学習センターイ エ ロ ー オ ー カ ー

毎月第２・４木曜日：午前９時３０分～　一宮スポーツ文化センター山 ぶ ど う の 会

毎月第１・３火曜日：午前９時３０分～　一宮スポーツ文化センター土 筆 の 会

毎月第１・３水曜日：午前９時～　一宮スポーツ文化センターあ ざ み の 会

毎月第２水曜日：午前９時３０分～　北方公民館花 畑

毎月第１・３金曜日：午前９時３０分～　一宮スポーツ文化センターゆ ず の 会

事務局へお問合せください。一宮美術作家協会／デザイン・工芸部・彫塑部

デザイン・工芸
彫　塑　部　門

毎週月・火・金・土曜日：午前９時～　朝日老人福祉センター陶 順 会

毎月第１・３木曜日：午後１時～　講師宅楽 陶 会

毎月第４日曜日：午後２時～　産業体育館尾 張 も め ん 伝 承 会

毎月第１・３土曜日：午前９時～　旧湊屋文右衛門邸湊屋尾 西 面 打 会

毎月第２・４土曜日：午前１０時～　アイプラザ一宮一 面 会

事務局へお問合せください。公益社団法人中部日本書道会一宮支部

書　　部　　門 事務局へお問合せください。麗 筆 会

毎月第２・４水曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター日中古墨書道友好協会尾張支部

事務局へお問合せください。一 宮 写 真 協 会写　真　部　門

事務局へお問合せください。一 宮 三 曲 協 会

邦　楽　部　門音　楽　部

毎週土曜日：午後２時～　講師宅三 山 会

毎週土曜日：午後３時～　金剛幼稚園里 音 会

（随時）　講師宅す み れ 箏 の 会

（随時）　講師宅美 友 会

（随時）　講師宅藤 乃 会

毎月第１・３木曜日：午前９時～、第２・４木曜日：午前１０時３０分～　小信中島公民館尾 西 三 味 線 熹 世 智 会

（随時）　講師宅津 軽 三 味 線 恋 糸
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（平成２８年５月現在）

主　な　活　動　日　時　・　場　所団　　体　　名部　　門部

毎月第２・４木曜日：午後６時～　名鉄百貨店一宮店相 生 ・ 中 日 文 化 会

謡　曲　部　門

音　楽　部

毎月第１・３金曜日：午後１時～　真清田神社竹 石 会

毎月第１・３水曜日：午後１時３０分～　島村公民館、第２・４月曜日：午前９時３０分～　河端公民館、第２・４金曜日：午後１時～　ききょう会館誠 諷 ・ 緑 風 会

毎週月曜日：午後１時～　宮西公民館清 宵 ・ 蘇 水 会

毎週土曜日：午後６時３０分～　丹陽公民館丹 謡 ・ 萩 謡 会

毎週月・木・土曜日：午前１０時～　講師宅紅 韻 会

事務局へお問合せください。一 宮 吟 剣 詩 舞 協 会

吟剣詩舞部門

毎週金曜日：午後７時～　尾西生涯学習センター、土曜日：午前１０時～　尾西文化広場雅 芳 流 嶋 邦 吟 詠 会

毎月第１・３金曜日：午後１時～　小信中島つどいの里、毎月第２木曜日：午後６時～　尾西生涯学習センター神 道 一 刀 流 剣 詩 舞 会

毎週水曜日：午後１時～　小信中島つどいの里、金曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター　他柳 翠 剣 詩 舞 道 会

週１回　山瑩会教室　他山 瑩 会

事務局へお問合せください。一 宮 音 楽 家 協 会

声楽・合唱部門

事務局へお問合せください。一 宮 合 唱 協 会

毎週火曜日：午後７時～　カトリック一宮教会一 宮 第 九 を う た う 会

毎月第２・４土曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター西館佳 富 士 会

毎月第４木曜日：午後７時～　小信中島公民館尾 西 民 謡 熹 世 智 会

毎週金・土曜日：午後１時～　尾西文化広場、毎月第１・２・４火曜日：午後１時～　産業体育館琴 伝 流 大 正 琴 琴 稀 会

器　楽　部　門

毎週火曜日：午前１０時～　三条・渡由宅、金曜日：午前１０時～　開明公民館琴 伝 流 大 正 琴 琴 女 会

（随時）　講師宅安 美 ＆ コ ン ブ リ オ

毎月第１・３土曜日：午後７時～　木曽川公民館木曽川ライトソングクラブ

毎月１、１５、２８日及び第２・４日曜日：午後６時～　尾張猿田彦神社特定非営利活動法人旭雅楽会

毎週土曜日：午後５時～　一宮スポーツ文化センター一 宮 市 民 吹 奏 楽 団

吹奏楽・管弦楽
部　　　　　門

毎週日曜日：午後５時～　尾西生涯学習センター西館尾西ウィンドオーケストラ

毎月第２土曜日：午後６時３０分～　中日新聞一宮支局、第４日曜日：午後１時３０分～　一宮スポーツ文化センター一 宮 シ テ ィ 合 奏 団

毎月第２～５日曜日：午後５時３０分～　木曽川公民館き そ が わ ポ ッ プ ス バ ンド

事務局へお問合せください。一 宮 舞 踊 協 会

舞　踊　部　門
芸　能　部

毎週火曜日：午前９時～、水曜日：午後６時～　尾西生涯学習センター西館ハ ワ イ ア ン ・ フ ラ

毎週水曜日：午後６時～　起つどいの里新 舞 踊 あ す か 会

月２回　木曜日：午後１時～　講師宅坂 東 流 百 喜 久 会

月２回　木曜日：午前９時～　尾西文化広場坂 東 流 百 の 会

毎週火曜日：午後１時～　大志公民館扇 寿 々 会

毎週月曜日：午前９時３０分～　午後５時３０分～　向山公民館芳 美 会

事務局へお問合せください。一 宮 民 俗 芸 能 連 盟芸　能　部　門

事務局へお問合せください。同 派 会

茶　道　部　門

社　　会
文　化　部

事務局へお問合せください。弥 生 会

事務局へお問合せください。茶 道 表 千 家

事務局へお問合せください。茶 道 裏 千 家

月３回　火曜日：午後２時～　講師宅、金曜日：午後１時３０分～　尾西生涯学習センター表 千 家 尾 西 玉 香 会

月３回　土曜日：午後２時～　講師宅尾 西 表 千 家 木 野（ 文 ）会

月３回　金曜日：午後４時～、土曜日：午後１時３０分～　講師宅尾 西 緑 寿 会

毎週火曜日：午後１時３０分～　講師宅尾 西 清 真 会

毎週月・水曜日：午後７時～、土曜日：午前９時３０分～　講師宅、日曜日：午後２時～　火・金曜日：午後１時～　たんぽぽグランドハウス裏 千 家 尾 西 杉 本 社 中

毎週水曜日：午後７時～　講師宅松 風 会

毎週木・土・日曜日：午後２時～　講師宅裏 千 家 白 河 社 中

毎週月曜日：午後６時～、水曜日：随時、土曜日：午後３時～　講師宅裏 千 家 住 田 社 中

事務局へお問合せください。一 宮 華 道 連 盟

華　道　部　門

月３回　火曜日：午後２時～　講師宅池 坊 尾 西 玉 香 会

月３回　金曜日：午後４時～、土曜日：午後１時３０分～　講師宅尾 西 小 原 流 筧 社 中

月３回　土曜日：午後２時～　講師宅尾 西 池 坊 木 野（ 文 ）会

毎週金曜日：午後６時～　尾西生涯学習センター、土曜日：午後２時～　講師宅小 原 流 紫 苑 会

毎月第４月曜日：午前１０時～　尾西生涯学習センター尾 西 花 紘 会

毎週火曜日：午前１０時～　一宮スポーツ文化センター一宮アーティフィシャルフラワー協会　鶴の会

社会文化部門
毎月第２・４火曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター一宮アーティフィシャルフラワー協会　風雅の会

毎月第１・３火曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター一宮アーティフィシャルフラワー協会　彩華の会

（随時）講師宅歌 楽 会



いちのみやの芸術文化　　平成28（2016）年6月 9

一宮民俗芸能連盟の加盟団体が市内各地
に伝わる民俗芸能を上演します。

一宮市民会館

８月２１日ˆ 正午～（予定）

いちのみや民俗芸能のつどい

［出演予定団体］　石刀祭山車保存会、ばしょう踊保存会、

一宮真清伶人会、宮後住吉踊保存会、島文楽保存会、

機織唄保存会、馬場獅子屋形打囃子保存会、

瀬部山車・臼台祭保存会のみなさん　　

入 場 無 料

４９１

８５０１

１
、
募
集
種
目

　

①
随
想
・
随
筆　

一
人
１
編　

（
本
文
は
、
４
０
０
字
詰

　

原
稿
用
紙
３
枚
以
内
）

　

②
現 
代 
詩　

一
人
１
編　

（
本
文
は
、
４
０
０
字
詰

　

原
稿
用
紙
３
枚
以
内
）

　

③
漢
詩　

絶
句
、
一
人
２
首
以
内

　

④
短
歌　

一
人
８
首
以
内

（
題
を
付
け
る
こ
と
）

　

⑤
俳
句　

一
人　

句
以
内

１０

（
新
か
な
使
い
、
旧
か
な

　

使
い
を
明
記
の
こ
と
）

　

⑥
川
柳　

一
人　

句
以
内

１０

　

⑦
狂
俳　

一
人　

句
以
内

１０

２
、
応
募
上
の
注
意

①
応
募
は
、
一
人
３
種
目
以
内
と

し
ま
す
。

②
用
紙
は
、
Ａ
４
判
の
４
０
０
字

詰
原
稿
用
紙
と
し
、
種
目
ご
と

に
別
紙
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
場

合
は
、
Ａ
４
判
白
無
地
の
用
紙

を
横
長
に
用
い
、　

字
×　

行

２０

２０

で
印
字
し
て
く
だ
さ
い
。

③
原
稿
は
縦
書
き
と
し
、
文
字
は

正
確
に
読
み
や
す
く
書
い
て
く

だ
さ
い
。

④
原
稿
に
は
、
欄
外
に
種
目
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
に

氏
名
、
号（
必
要
に
応
じ
て
）、

年
齢
、
住
所（
番
地
ま
で
正
確

に
）、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

氏
名
お
よ
び
号
に
は
振
り
仮
名

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

⑤
原
稿
は
文
字
の
み
と
し
、
挿
絵

や
写
真
等
は
掲
載
し
ま
せ
ん
。

⑥
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

３
、
応
募
資
格

　

市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
一
宮

市
芸
術
文
化
協
会
加
入
団
体
に
所

属
し
て
い
る
人

４
、
作
品
の
採
否

　

応
募
作
品
の
採
否
に
つ
い
て
は
、

編
集
委
員
が
選
者
と
な
り
、
編
集

委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

５
、
応
募
方
法

　

〒　

－

　

（
住
所
記
載
不
要
）

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

『
い
ち
の
み
や
文
芸
』
係（
一
宮
市

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
内
）

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
７
月
１
日
ª
必
着

２８

６
、
発
刊
予
定

　
　

平
成　

年　

月　

日
º

２８

１０

１５

　
　

１
冊
８
０
０
円（
予
定
）



夏
季
小
展
示
「
土
の
中
の
い
ち
の
み
や
」

日
時
e
７
月　

日
º
〜
８
月　

日
∂

１６

２１

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
土
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た
昔
の

人
々
の
道
具
か
ら
、
か
つ
て
の

い
ち
の
み
や
の
姿
を
紹
介
し
ま

す
。

観
覧
料
e
無
料

企
画
展
「
Û
Ò
Ú
˜

一
宮
美
術
作
家
協
会
展
」

日
時
e
８
月　

日
º
〜
９
月　

日
∂

２７

１１

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
一
宮
美
術
作
家
協
会
会
員
に
よ

る
、
最
新
の
発
想
で
イ
メ
ー
ジ

の
試
作
を
展
開
し
た
絵
画
・
平

面
、彫
刻
・
立
体
、デ
ザ
イ
ン
、工

芸
の
力
作
を
展
示
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

※
市
内
小
中
学
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

※
６
月　

日
∑
か
ら　

月　

日
π
ま
で
、

１３

１１

３０

設
備
工
事
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

特
別
展
「
戦
時
下
の
織
物
業
」

日
時
e
６
月　

日
º
〜
８
月　

日
∂　

１８

２１

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
戦
時
下
の
尾
西
地
方
に
お
け
る

織
物
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
無
料

子
ど
も
講
座「藍

の
生
葉
染
め
を
体
験
！
」

日
時
e
７
月　

日
∂

３１

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

内
容
e
親
子
で
藍
の
生
葉
を
使
っ
た
染

色
を
体
験
し
ま
す
。

対
象
e
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

※
要
参
加
費
・
要
申
込
み
。
詳
し
く
は

広
報
７
月
号
を
参
照

展
示
「
原
爆
と
人
間
展
」

日
時
e
８
月
６
日
º
〜　

日
∂

１４

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

内
容
e
原
爆
に
関
す
る
パ
ネ
ル
を
展
示

し
ま
す
。

会
場
e
６
階　

多
目
的
室
２

観
覧
料
e
無
料

 

「
第　

回
お
り
も
の
感
謝
祭

６１

一
宮
七
夕
ま
つ
り
」

日
時
e
７
月　

日
∫
〜　

日
∂

２８

３１

午
前　

時
〜
午
後
９
時

１０

内
容
e
真
清
田
神
社
や
本
町
商
店
街
を

メ
イ
ン
会
場
に
パ
レ
ー
ド
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。　

会
場
e
市
内
一
円

入
場
料
e
無
料（
以
下
同
じ
）

「
濃
尾
大
花
火
」

日
時
e
８
月　

日
∂

１４

午
後
７
時　

分
〜
８
時　

分

３０

４５

※
順
延
の
場
合　

日
∏

１６

内
容
e
尾
張
地
方
随
一
の
二
尺
玉
な
ど
、

約
五
千
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ

ま
す
。

会
場
e
濃
尾
大
橋
北
木
曽
川
河
畔

「
市
民
美
術
教
室
」

【
水
彩
画
】

日
時
e
９
月
１
日
〜　

月　

日
の
毎
週

１０

２７

木
曜
日（
９
月　

日
は
除
く
）　

２２

【
版
画
と
ガ
ラ
ス
絵
】
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《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
予
定
》

「On The Terrace」 大島 信人

※
一
宮
市
博
物
館
・
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

・
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て

○
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で

３０

○
月
曜
休
館（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
開

館
）、
休
日
の
翌
日
休
館

　
A（
８
５
）７
０
７
５
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日
時
e
９
月
６
日
〜　

月　

日
の
毎
週

１０

２５

火
曜
日

【
染
色
】

日
時
e
９
月　

日
〜　

月　

日
の
毎
週

２８

１０

１９

水
曜
日

会
場
e
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
e
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

※
全
コ
ー
ス
と
も
、
要
受
講
料
。
ま
た

所
定
の
締
切
日
ま
で
に
事
前
の
申
込

が
必
要
。
な
お
日
程
は
予
定
の
た
め

変
更
す
る
場
合
あ
り
。
詳
し
く
は
広

報
８
月
号
を
参
照

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
】

　

A（　

）９
９
８
７

４４

日
時
▼
６
月　

日
∂　

午
後
１
時　

分

１９

３０

〜
３
時　

分（
開
場
は　

分
前
）

３０

３０

会
場
▼
一
宮
市
民
会
館

内
容
▼
第
１
部
で
は
「
エ
ニ
グ
マ
変
奏

曲
」
や
「
ア
ル
ル
の
女　

第
２

組
曲
」、
第
２
部
で
は
「
パ
リ
の

喜
び
」
や
「
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
な
ど
を
演
奏
し

ま
す
。

入
場
料
▼
５
０
０
円　

前
売
４
０
０
円

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
６
月　

日
º
・
７
月　

日
º

２５

２３

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方
を

は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背
景
に

も
触
れ
な
が
ら
初
め
て
の
方
に

も
分
か
り
や
す
く
「
唐
詩
三
百

首
」
を
解
読
し
ま
す
。（
初
心
者

歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
氏（
東
洋
文
化
振
興
会

会
長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）５
５
０
４

７３

日
時
▼
６
月　

日
∂
・
８
月　

日
∂

２６

２８

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

　
　
　

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）３
４
７
９

７７

日
時
▼
６
月　

日
∂
・
７
月　

日
∂

２６

２４

８
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
７
月
５
日
∏
・
９
月
６
日
∏

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を
は

じ
め
、持
ち
寄
っ
た
創
作
詩
の

添
削
の
検
討
を
会
員
間
で
行
い

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
７
月　

日
∂
・
８
月　

日
∂

１０

１４

９
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
舞
踊
協
会
】

　

A（　

）５
４
９
８

４５

日
時
▼
７
月　

日
∂

１７

正
午
〜
３
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
日
舞
発
表
会

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
写
真
協
会
】

　

A（　

）３
５
２
３

７６

日
時
▼
７
月　

日
ª
〜　

日
∂

２２

２４

午
前　

時
〜
午
後
５
時（　

日

１０

２４

は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
１
０
０
人
の
会
員
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）７
０
７
５

８５

日
時
▼
８
月
６
日
º　

午
後
７
時
〜

会
場
▼
石
刀
神
社（
浅
井
町
黒
岩
）

内
容
▼
わ
ら
舟
を
乗
せ
た
山
車
に
提
灯

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
Ú
Ò
Ò
人
展
』

『
一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
レ
イ
ン
ボ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
Û
Ò
Ú
˜
』

『
花
柳
流
こ
ま
希
久
会
ゆ
か
た
会
』

『
黒
岩 

園
祭
保
存
会　

黒
岩 

園
祭
』

『
濤
聲
會
定
例
会
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』
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を
飾
り
つ
け
、
お
囃
子
と
と

も
に
練
り
歩
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）７
０
７
５

８５

日
時
▼
８
月
７
日
∂　

午
前
９
時
〜

会
場
▼
島
村
公
民
館（
島
村
字
岩
畑
）

内
容
▼
市
の
有
形
民
俗
文
化
財
で
あ

る
島
村
地
区
の
文
楽
人
形
の

虫
干
し
を
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）２
２
８
６

５１

日
時
▼
８
月　

日
º
午
前
９
時　

分
〜

１３

３０

９
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１０

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ

１０

り
優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま

す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）７
０
７
５

８５

日
時
▼
８
月　

日
º

２０

午
後
６
時　

分
〜

３０

会
場
▼
八
剣
社（
瀬
部
字
大
門
）

内
容
▼
山
車
の
上
に
提
灯
を
か
か
げ
、

笛
や
太
鼓
の
お
囃
子
に
合
わ

せ
て
境
内
を
ね
り
歩
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）２
２
８
６

５１

日
時
▼
７
月
９
日
º

午
後
１
時
〜
５
時

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
５
０
０
円

【
問
合
せ
先　

一
宮
書
道
連
盟
】

　

A（　

）０
６
４
６

５１

日
時
▼
７
月　

日
º
・　

日
∂

１６

１７

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

（　

日
は
午
後
１
時
か
ら
）

１６

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
特
別
出
品
の
部
、
及
び
一
般

公
募
の
部
上
位
入
賞
作
品
の

展
示
と
、
役
員
と
指
導
者
の

楽
し
く
ユ
ニ
ー
ク
な
小
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
茶
道
連
盟
】

　

A（　

）２
３
３
８

７２

日
時
▼
７
月　

日
ª
〜　

日
∂

２９

３１

正
午
〜
午
後
５
時

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

呈
茶
券
▼
前
売
券　

５
０
０
円

　
　
　
　

当
日
券　

５
５
０
円

【
問
合
せ
先　

一
宮
真
清
伶
人
会
】

　

A（　

）８
９
７
０

７３

日
時
▼
７
月　

日
º

３０

午
後
７
時
〜
８
時

会
場
▼
服
織
神
社（
真
清
田
神
社
境

内
）

観
覧
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
写
真
協
会
】

　

A（　

）３
５
２
３

７６

日
時
▼
７
月　

日
º
・　

日
∂

３０

３１

午
前　

時　

分
〜
午
後
２
時

１０

３０

会
場
▼
尾
張
一
宮
駅
・
名
鉄
一
宮
駅

周
辺
か
ら
、
真
清
田
神
社
ま

で
の
中
心
商
店
街
。

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
７
月　

日
∂

３１

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
５
０
０
円

【
問
合
せ
先　

一
宮
俳
句
協
会
】

　

A（　

）５
５
０
４

７３

日
時
▼
７
月　

日
∂

３１

午
前　

時
〜
午
後
４
時　

分

１１

３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
５
０
０
円

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
】

　

A（　

）９
９
８
７

４４

日
時
▼
７
月　

日
∂

３１

午
後
４
時　

分
〜
５
時　

分

３０

３０

会
場
▼
真
清
田
神
社
特
設
舞
台

観
覧
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

宮
後
住
吉
踊
保
存
会
】

　

A（　

）７
３
０
０

４５

日
時
▼
７
月　

日
∂

３１

午
後
６
時　

分
〜
７
時

３０

会
場
▼
真
清
田
神
社
特
設
舞
台

観
覧
料
▼
無
料

『
狂
俳
大
会
』

『
第　

回
学
生
書
道
展
・
第　

回

４４

２３

書
道
連
盟
選
抜
作
品
展
』

『
俳
句
大
会
』

『
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』

『
七
夕
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
手
踊
り
』

『
短
歌
大
会
』

¯
月
28
日
∫
〜
31
日
∂

『
島
文
楽
保
存
会　

虫
干
し
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
瀬
部
山
車
・
臼
台
祭
保
存
会
臼
台
祭
』

『
納
涼
茶
会
』

『
舞
楽
奉
納
』


